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寿
会
（
本
蓮
）
黒
崎
さ

ん
他
で
踊
り
。
峯
シ
ニ

ア
サ
ー
ク
ル
（
峯
）
山

田
泰
一
さ
ん
・
三
好
義

昭
さ
ん
に
よ
る
漫
才
。

若
水
会
（
大
東
）
馬
場

さ
ん
他
で
手
品
。

　

３
０
０
名
程
の
会
員

等
が
参
加
し
、
恒
例
の

各
ク
ラ
ブ
の
演
芸
大
会
、

福
引
抽
選
会
に
楽
し
い

ひ
と
時
を
共
有
し
た
。

　

奥
ノ
木
信
夫
市
長
秘

書
の
小
見
山
祐
紀
さ
ん
、

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
岡
村

ゆ
り
子
・
立
石
泰
広
・

永
瀬
秀
樹
・
萩
原
一
寿

県
議
、
飯
塚
孝
行
・
後

藤
留
美
市
議
、
中
山
久

仁
夫
連
合
町
会
長
は
じ

め
各
町
会
長
等
大
勢
の

来
賓
が
激
励
し
た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
４

番
目
が
金
田
会
長
、
来

賓
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
。

江
戸
袋
交
番
開
所
式

　

建
て
替
え
に
伴
い
閉

所
し
て
い
た
武
南
警
察

署
江
戸
袋
交
番
が
開
所

さ
れ
、
２
月
26
日
武
南

署
で
開
所
式
が
行
わ
れ
、

場
所
を
江
戸
袋
交
番
に

移
さ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
記
念
撮
影
、
施
設

案
内
が
行
わ
れ
た
。

　

江
戸
袋
交
番
は
昭
和

27
年
に
当
時
の
川
口
署

内
の
交
番
と
し
て
開
所

し
、
昭
和
44
年
現
在
の

場
所
に
移
転
改
築
さ
れ

現
在
に
至
っ
た
が
、
建

物
の
老
朽
化
な
ど
で
、

昨
年
８
月
閉
所
さ
れ
、

２
月
20
日
開
所
し
た
。

　

入
り
口
は
、
手
す
り

と
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
、

１
階
は
相
談
の
窓
口
や
、

迷
子
な
ど
を
保
護
で
き

る
応
接
室
も
設
け
ら
れ
、

全
国
で
１
番
新
し
い
交

番
と
な
っ
た
。

　

江
戸
袋
交
番
は
、
赤

井
・
江
戸
袋
全
地
域
と

本
蓮
町
会
の
一
部
が
管

轄
範
囲
。

　

藤
木
渉
署
長
は
「
勤

務
員
一
同
、
地
域
住
民

の
皆
様
の
『
安
全
・
安

心
の
確
保
』
に
向
け
、

一
層
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
今
後
も
警
察
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
話
さ

れ
た
。

　

原
島
連
合
会
長
は「
機

動
性
、
耐
貫
性
ガ
ラ
ス
、

明
る
く
、
素
晴
ら
し
い

全
国
で
２
５
９
６
あ
る

交
番
の
ト
ッ
プ
」
と
。

　

写
真
左
か
ら
、
小
泉

悟
道
さ
ん
、
猪
股
正
一

さ
ん
、
原
島
潔
さ
ん
、

藤
木
渉
署
長
、
衛
藤
秀

憲
さ
ん
、
松
本
隆
司
さ

ん
。

新
春
初
笑
い
大
会

    

６
年
ぶ
り
の
開
催

　

新
郷
地
区
長
寿
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
会
長
＝
金

田
寿
雄
さ
ん
）
は
３
月

１
日
「
～
お
ば
ば
ち
ゃ

ん
僕
な
ら
顔
見
て
頼
み

ま
す
～
日
頃
か
ら
家
族

の
絆
合
言
葉
～
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
新
春
初
笑
い
大
会
」
を

新
郷
公
民
館
で
６
年
ぶ

り
に
開
催
し
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
。【
１
部
の
部
】。

　
赤
寿
会
（
赤
井
）
山

田
登
代
子
さ
ん
の
カ
ラ

オ
ケ
。
新
松
会
（
新
堀
）

鈴
木
武
子
さ
ん
の
カ
ラ

オ
ケ
。
長
寿
会（
江
戸
袋
）

全
員
で
コ
ー
ラ
ス
。
台

和
会
（
本
郷
台
）
新
島

富
江
さ
ん
の
踊
り
。
松

寿
会
（
榛
松
）
新
舞
踊

の
踊
り
。
栄
寿
会
（
東

本
郷
南
）
富
澤
正
之
さ

ん
の
カ
ラ
オ
ケ
。
明
朗

会
（
前
野
宿
）
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
。
本
寿
会（
本

蓮
）
篠
塚
さ
ん
他
で
カ

ラ
オ
ケ
。
峯
シ
ニ
ア
サ
ー

ク
ル
（
峯
）
峯
踊
会
の

近
藤
は
す
え
さ
ん
他
で

踊
り
。
若
水
会
（
大
東
）

田
中
さ
ん
他
で
歌
。

　
【
２
部
の
部
】

赤
寿
会
（
赤
井
）
安
藤

敏
子
さ
ん
他
で
踊
り
。

新
松
会
（
新
堀
）
山
根

紀
美
代
さ
ん
他
で
踊
り
。

長
寿
会
（
江
戸
袋
）
寺

内
さ
ん
カ
ラ
オ
ケ
。
台

和
会
（
本
郷
台
）
濱
美

知
子
さ
ん
他
で
太
極
拳
。

松
寿
会
（
榛
松
）
柳
沢

朱
さ
ん
新
舞
踊
。
栄
寿

会
（
東
本
郷
南
）
三
村

玲
子
さ
ん
の
踊
り
。
明

朗
会
（
前
野
宿
）
全
員

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
。
本

　

赤
井
第
２
公
園
の
野

球
場
は
、フ
ァ
ー
ル
ボ
ー

ル
が
ネ
ッ
ト
を
越
え
て

近
隣
の
庭
先
に
入
っ
て

し
ま
っ
て
迷
惑
を
か
け

て
い
る
と
３
年
前
か
ら

い
わ
れ
、昨
年
１
月
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
が
張
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
団

体
は
「
ボ
ー
ル
は
、バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
を
越
え
て
し

ま
い
天
井
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
で
２
月
10
日
、
関

根
和
雄
町
会
長
は
じ
め

役
員
や
利
用
者
、
市
か

ら
公
園
課
の
鈴
木
赳
士

さ
ん
ら
が
、
請
負
者
の

(

有)

川
上
土
建
代
表
か

ら
工
事
説
明
を
受
け
た
。

　赤井第２公園
　　　グランドに
バックネットさらに　　　
天井にもネット設置

同
17
日
の
工
事
開
始
時

に
は
右
写
真
の
皆
さ
ん

が
視
察
に
来
ら
れ
た
。　
　

　

工
事
は
３
月
14
日
に

完
成
し
た
。

　

飯
塚
孝
行
市
議
は「
今

回
の
工
事
で
、
皆
さ
ん

が
伸
び
伸
び
と
フ
ル

ス
ィ
ン
グ
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
楽
し
く
プ

レ
ー
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
」
と
。

　

写
真
左
か
ら
、
村
津

孝
徳
副
町
会
長
、
飯
塚

市
議
、
新
藤
義
孝
衆
議

院
議
員
秘
書
の
増
澤
雅

明
さ
ん
、
公
園
課
の
鈴

木
赳
士
さ
ん
。
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令
和
７
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　
川
口
市
防
犯
協
会

　

川
口
市
峯
の
有
限
会
社

宝
亀
園
（
代
表
取
締
役
＝

小
野
寺
勉
さ
ん
）
は
、
本

年
度
も
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
10
万
円
、
教
育
委
員

会
に
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

寄
付
す
る
為
、
３
月
３
日
、

会
長
の
小
野
寺
孝
行
さ
ん

と
代
表
の
勉
さ
ん
が
、
飯

塚
孝
行
市
議
と
市
長
室
に

赴
い
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

「
平
素
か
ら
教
育
に
深
い

ご
理
解
を
寄
せ
ら
れ
、
社

協
に
も
心
配
り
を
頂
き
、

本
市
の
た
め
に
深
く
感
謝

し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

飯
塚
市
議
は
「
本
年

度
も
ご
寄
附
を
賜
り
紹
介

議
員
と
し
て
同
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

と
。

　

写
真
左
か
ら
、
奥
ノ
木

市
長
、
小
野
寺
孝
行
会
長
、

勉
代
表
、
飯
塚
市
議
。

　

３
月
２
日
、「
拉
致
問

題
を
考
え
る
川
口
の
会
」

(

代
表=

前
原
博
孝
さ
ん)

は
、
JR
川
口
駅
頭
で
拉

致
問
題
早
期
解
決
を
国

に
訴
え
る
署
名
活
動
を

行
っ
た
。

「
川
口
の
会
は
、
本

市
の
政
府
認
定
の
拉
致

被
害
者
の
田
口
八
重
子

さ
ん
の
家
族
、
本
市
の

特
定
失
踪
者
の
家
族
と

支
援
者
か
ら
成
り
、
平

成
16
年
よ
り
21
年
間
、

毎
月
第
１
日
曜
日
の
午

後
に
署
名
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
署
名
は
、

川
口
市
長
と
共
に
政
府

へ
提
出
し
、
拉
致
問
題

の
早
期
解
決
を
要
請
し

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
で
今

ま
で
34
万
筆
以
上
を
集

め
ま
し
た
が
、
未
だ
拉

致
問
題
解
決
の
糸
口
は

見
え
ま
せ
ん
。

こ
の
21
年
間
の
歳
月

の
中
、
被
害
者
家
族
、

支
援
者
の
方
が
何
人
か

他
界
さ
れ
年
月
の
長
さ

を
感
じ
ま
す
。

宝
亀
園
が
教
育
委
員
会
・
社
協
に
寄
付

  
拉
致
被
害
者
署
名
活
動

岡
村
県
議
、
前
原
市
議
も

し
か
し
、
新
し
い
支

援
者
の
方
々
の
お
力
も

お
借
り
し
て
、
こ
の
拉

致
問
題
の
１
日
も
早
い

解
決
に
向
け
て
、
諦
め

る
こ
と
な
く
街
頭
活
動

を
続
け
て
参
り
ま
す
。

こ
の
活
動
を
見
か
け
た

皆
様
は
、
ぜ
ひ
署
名
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
、

前
原
さ
ん
。

　

毎
月
、同
行
動
を
行
っ

て
い
る
、
岡
村
ゆ
り
子

県
議
は
、「
拉
致
被
害
者

も
、
そ
の
家
族
も
高
齢

者
で
す
。
一
日
も
早
く

再
開
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
申
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
。

新
１
年
生
に
な
る
児
童
に

  

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

　

２
月
８
日
、
令
和
６
年

度
川
口
市
消
防
団
員
表

彰
式
が
、
消
防
局
屋
内
訓

練
室
で
行
わ
れ
た
。

　

第
６
支
団
表
彰
者
は

次
の
通
り
。

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
長

表
彰
＝
新
藤
真
智

◆
川
口
市
消
防
団
員
市

長
功
績
章
＝
新
藤
真
智
・

福
田
貴
史

◆
市
長
勤
続
章
30
年
＝

桜
木
秀
治
・
川
田
理
雄
・

川
辺
真
也

◆
市
長
勤
続
章
25
年
＝

永
沼
義
隆

◆
市
長
勤
続
章
20
年
＝

新
藤
真
智
・
福
田
貴
史

◆
市
長
勤
続
章
10
年
＝

石
塚
隆
一

◆
川
口
市
団
長
表
彰
精

勤
章
＝
田
中
伸
太
郎

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
特

別
功
労
賞
＝
川
田
理
雄

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
１

等
功
労
章
＝
新
藤
真
智
・

福
田
貴
史

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
３

等
功
労
章
＝
石
塚
隆
一

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
家

族
顕
彰
＝
新
藤
真
智
＆

真
理
・
福
田
貴
史
＆
樹
子

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
勤

続
章
＝
永
沼
義
隆

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
機

関
技
能
章
＝
櫻
木
友
也
・

田
中
克
美

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
川

口
支
部
３
等
功
労
章
＝

三
塚
健
太
郎
・
新
井
秀

樹
・
森
杉
悟
。

　
　
（
敬
称
略
）

消
防
団
表
彰

　

武
南
警
察
署
（
署
長

＝
藤
木
渉
さ
ん
）
の
武

南
交
通
安
全
協
会
（
会

長
＝
中
山
久
仁
夫
さ

ん
）
は
、
武
南
所
管
内

の
す
べ
て
の
新
１
年
生

２
２
０
０
人
余
り
に
、

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

贈
呈
し
た
。

　

２
月
25
日
、
武
南
署

の
藤
木
署
長
、
高
花
課

長
、
高
橋
係
長
、
柴
田

さ
ん
と
、
中
山
久
仁
夫

会
長
が
「
み
つ
わ
幼
稚

園
」（
園
長
＝
髙
橋
宣
光

さ
ん
）
に
て
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
の
贈
呈
式
を

行
っ
た
。

　

藤
木
署
長
は
「
横
断

歩
道
を
渡
る
と
き
に
は

手
を
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
園
児
に
話
さ
れ
た
。

　

中
山
会
長
は「
カ
バ
ー

の
色
を
黄
色
に
変
え
て

遠
く
か
ら
も
よ
く
見
え

る
よ
う
に
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

右
左
を
よ
く
見
て
渡
り

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
、
代
表
の
６
人
の
園

児
に
ブ
ナ
ン
君
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
っ

た
。

　

ま
た
自
転
車
に
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
反
射
ス
ト

ラ
ッ
プ
、
反
射
す
る
マ

ス
ク
ケ
ー
ス
や
、「
ま
も

ろ
う
ね
６
つ
の
お
や
く

そ
く
」
の
冊
子
、「
保
護

者
さ
ま
へ
」
や
「
ぶ
に
ゃ

ん
君
の
挑
戦
状
」「
止
ま

れ
の
三
角
消
し
ゴ
ム
」

な
ど
多
く
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
贈
呈
さ
れ
た
。

　

保
護
者
の
方
は
「
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
感
謝
で
す
」
と
。

　

写
真
左
か
ら
、
藤
木

署
長,

髙
橋
園
長
、
中
山

会
長
、
代
表
園
児

　

モ
デ
ル
事
業
協
力
団
体

の
募
集
に
つ
い
て
市
で

は
、
中
学
校
に
お
け
る
休

日
の
部
活
動
の
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
移
行
を
進
め

て
い
る
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
に
応

募
し
て
き
た
生
徒
に
、
新

郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
が
弦

楽
器
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｏ
創
設
者
の
津
留

崎
護
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
片
桐
明
果
さ

ん
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
市

村
直
美
さ
ん
、
小
堀
直
樹

さ
ん
、
ビ
オ
ラ
の
桑
原
知

己
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の
岡
田

朋
也
さ
ん
、
渡
邊
崇
靖
さ

ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
金
刺
美

穂
さ
ん
が
、
サ
ポ
ー
ト
講

師
と
し
て
実
演
な
ど
で
盛

り
上
げ
た
。

　

３
日
間
と
い
う
短
い
稽

古
期
間
の
中
で
、
弦
楽
器

の
響
き
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
バ
ッ
ハ
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
等
か
ら
、
ジ
ブ

リ
、
八
木
節
な
ど
あ
ら
ゆ

る
ジ
ャ
ン
ル
の
生
演
奏
を

提
供
し
て
、
弦
楽
合
奏
の

た
め
の
レ
ッ
ス
ン
を
一
つ

一
つ
行
っ
た
。

　

最
後
は
ソ
プ
ラ
ノ
と
弦

楽
器
で
、「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ
ー
」
を
、

さ
ら
に
Ｓ
Ｃ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

全
員
で
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

し
て
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
、
最
終
稽

古
を
終
え
た
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
は
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ

を
子
供
た
ち
の
分
も
準
備

し
、
稽
古
期
間
中
も
家
で

練
習
で
き
る
よ
う
に
貸
し

出
し
も
し
た
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
は

「
弦
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ

り
、
生
徒
に
弦
楽
器
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
こ
の
活

動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
」
と
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
初

め
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

演
奏
し
て
、
と
て
も
難
し

く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

こ
れ
か
ら
も
演
奏
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
。

　
「
い
ろ
ん
な
中
学
校
の

メ
ン
バ
ー
と
出
会
え
て
、

一
緒
に
音
楽
を
奏
で
る
事

が
で
き
て
、
嬉
し
か
っ
た
」

と
。「
み
ん
な
と
一
緒
に

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
き
て
、
良
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
」
な
ど
と
感
想
を

語
っ
た
。

写
真
中
央
津
留
崎
さ
ん
。

新
郷
オ
ケ
中
学
生
に
弦
楽
器
指
導
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青
だ
け
ど
　
自
分
の
目
で
見
て
　
た
し
か
め
て
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　 

　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　
　
武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

　

ち
ゃ
ん
と
歯
を
治
せ

る
歯
医
者
が
、
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
の
お
口
の
中
を

し
っ
か
り
治
す
た
め
に

は
ど
ん
な
勉
強
科
目
が

必
要
か
と
言
う
と
、
私

の
知
る
限
り
一
般
教
養

は
当
然
の
こ
と
、
さ
ら

に
専
門
科
目
と
し
て
物

理
、
化
学
、
生
物
の
知

識
が
要
り
ま
す
。

　

物
理
は
、
噛
む
力
や

歯
科
材
料
に
関
係
し
、

化
学
は
口
の
中
で
起
き

る
化
学
反
応
や
材
料
の

接
着
力
を
学
び
、
生
物

で
は
体
の
中
の
反
応
、

特
に
骨
の
事
、
免
疫
や

治
癒
能
力
を
学
び
ま
す
。

ど
れ
も
歯
を
治
療
す
る

た
め
に
は
、
必
要
な
知

識
で
す
。

　

そ
の
た
め
以
前
は
こ

の
３
科
目
は
、
入
学
試

験
に
必
ず
入
っ
て
い
ま

し
た
が
、
歯
科
医
師
過

剰
の
時
代
に
な
っ
て
歯

科
大
入
試
で
入
り
や
す

く
す
る
た
め
、
科
目
数

が
減
っ
て
１
科
目
で
良

い
と
か
、
果
て
は
こ
の

３
科
目
が
な
く
て
も
入

れ
る
学
校
も
出
て
き
ま

し
た
。
当
然
入
試
科
目

に
な
け
れ
ば
生
徒
は
勉

強
し
ま
せ
ん
。

　

歯
科
医
師
は
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
な
知
識
が
必

要
な
の
で
、
こ
の
現
象

は
と
て
も
残
念
な
こ
と

で
す
。

　

私
は
患
者
さ
ん
の
歯

を
正
し
く
し
っ
か
り
治

せ
る
、
良
い
歯
科
医
師

に
な
る
た
め
に
は
、
高

校
ま
で
の
基
礎
能
力
が

と
て
も
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
作
っ
た
入

れ
歯
が
噛
め
な
い
と
言

う
の
は
知
識
不
足
か
ら

来
ま
す
。

　
岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 　
　
　

　
　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

　

長
野
県
人
川
口
新
郷

会
（
会
長
＝
西
澤
聖
人

さ
ん
）
は
２
月
16
日
、

赤
井
町
会
会
館
で
新
年

会
を
行
っ
た
。

　

総
合
司
会
は
、
三
好

義
昭
副
会
長
。
西
澤
聖

人
会
長
が
「
今
年
も
元

気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

事
務
局
よ
り
会
計
報

告
が
あ
り
、
松
縄
元
副

幹
事
長
の
乾
杯
挨
拶
で

和
や
か
に
会
食
。

　

出
席
者
22
名
と
、
町

会
の
文
化
厚
生
部
長
の

平
川
道
也
さ
ん
が
、
カ

ラ
オ
ケ
の
機
械
操
作
協

力
で
参
加
さ
れ
た
。

　

ビ
ン
ゴ
大
会
も
盛
り

上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
共
有
し
、
三
好
義

昭
さ
ん
の
閉
会
挨
拶
で

終
了
し
た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
５

番
目
西
澤
会
長
。　
　

　
　

　
　
【
会
員
募
集
中
】

問
０
９
０（
３
２
０
５
）

９
４
２
６
西
澤
ま
で
。

「今年も元気に頑張りましょう」と長野県人新年会

　

川
口
市
農
家
組
合
連

絡
協
議
会
主
催
、
埼
玉

県
・
川
口
市
後
援
に
よ

る
、「
第
64
回
川
口
市
花

の
文
化
展
」
が
前
川
の

イ
オ
ン
で
２
月
22
・
23

日
開
催
さ
れ
た
。

　

市
内
団
体
に
よ
る
季

節
を
感
じ
ら
れ
る
即
売

会
、
川
口
農
業
ブ
ラ
ン

ド
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等
が

設
け
ら
れ
た
。

　

奥
ノ
木
信
夫
市
長
特

別
秘
書
の
小
見
山
祐
紀

さ
ん
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員

秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
、

新
郷
の
文
化
を
考
え
る

会
代
表
の
照
山
悦
子
さ

ん
、
居
酒
屋
「
も
み
じ
」

の
七
瀬
怜
子
さ
ん
も
観

賞
さ
れ
た
。

　

写
真
左
か
ら
、
小
見

山
さ
ん
、
永
瀬
さ
ん
、

菊
地
さ
ん
、
照
山
さ
ん
、

七
瀬
さ
ん
、
菊
地
さ
ん
。

　

春
を
告
げ
る

花
の
文
化
展
開
催

　

２
月
６
日
、
第
56
回

新
郷
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
（
会
長
＝

渡
辺
智
之
さ
ん
）
が
新

郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

★
男
子
部
◇
優
勝
＝
鈴

木
歳
男
（
本
蓮
）
◇
準

優
勝
＝
蓮
沼
冨
久
雄（
高

畑
）
◇
３
位
＝
阿
部
清

治
（
高
畑
）
◇
４
位
＝

安
達
正
明
（
赤
井
）
◇

５
位
＝
大
橋
忠
彦
（
赤

井
）。

★
女
子
部　

◇
優
勝
＝

大
橋
眞
理
子
（
赤
井
）

◇
準
優
勝
＝
中
陦
一
江

（
赤
井
）
◇
３
位
＝
矢
部

政
枝
（
本
蓮
）
◇
４
位

＝
原
カ
ツ
子
（
赤
井
）

◇
５
位
＝
永
井
イ
ツ
子

（
赤
井
）。

★
特
別
賞
◇
佐
久
間
哲

（
本
蓮
）
安
達
正
明
（
赤

井
）。（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

榛松町会でふれあいサロン
　金刺さん生まれた地元で歌う

　

２
月
16
日
、
榛
松
町

会
は
新
郷
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
（
写
協
）

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を

開
催
し
た
。

　

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
カ
ル

テ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
と
、

榛
松
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌

手
ソ
プ
ラ
ノ
の
金
刺
美

穂
さ
ん
を
迎
え
て
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
同
会

館
で
行
っ
た
。

　

沢
山
の
参
加
者
で
会

館
は
満
員
。
新
郷
地
区

社
協
の
漆
山
隆
会
長
、

地
域
福
祉
課
社
協
新
郷

地
区
担
当
の
横
山
め
ぐ

み
さ
ん
が
同
席
し
た
。

　

お
な
じ
み
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
ア
イ
ネ

ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム

ジ
ー
ク
」
合
奏
で
始
ま

り
、
金
刺
さ
ん
の
「
ア

レ
ル
ヤ
」の
独
唱
。
バ
ッ

ハ
、
ヘ
ン
デ
ル
の
曲
や

八
木
節
の
演
奏
後
、、
金

刺
さ
の
「
荒
城
の
月
」

で
前
半
が
終
了
し
休
憩

と
な
っ
た
。

　

後
半
の
「
み
ん
な
で

歌
お
う
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
全
員
に
よ
る
「
小

さ
な
四
季
」の
メ
ド
レ
ー

７
曲
の
合
唱
。
立
ち
上

が
っ
て
の
熱
唱
、
会
場

多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。　

　

金
刺
さ
ん
は
「
素
晴

ら
し
い
機
会
を
頂
き
故

郷
へ
の
恩
返
し
で
す
。

共
演
者
、
主
催
者
様
、

私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
方
た
ち
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
喜
び
を
語
る
。

　

出
演
者
▽
ソ
プ
ラ
ノ

=

金
刺
美
穂
▽
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
＝
市
村
直
美
・

小
堀
直
樹
▽
ビ
オ
ラ
＝

桑
原
知
己
▽
チ
ェ
ロ
＝

渡
邉
崇
靖　
（
敬
称
略
）。
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大
腿
四
頭
筋
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
太
も

も
の
前
部
に
位
置
す
る
筋

肉
で
す
。
膝
を
伸
ば
す
働

き
を
し
ま
す
。

　

こ
の
筋
肉
は
多
く
の
膝

の
病
気
と
関
連
し
て
お

り
、
使
わ
な
い
と
萎
縮
し

て
歩
行
障
害
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
膝
関
節
の
内
側
の
骨

の
表
面
は
軟
骨
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
軟
骨
が
す
り
減
る

と
骨
が
変
形
し
、
痛
み
が

生
じ
ま
す
。
こ
れ
は
膝
の

変
形
性
関
節
症
と
呼
ば
れ

ま
す
。
膝
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
膝
の
痛
み
が
和
ら
ぐ

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

　

膝
を
曲
げ
た
り
伸
ば
し

た
り
と
い
っ
た
激
し
い
運

動
を
す
る
の
で
は
な
く
、

膝
の
収
縮
と
弛
緩
を
単
純

に
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
膝
を
床
に
伸
ば
し

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（326）

ま
す
。
①
つ
ま
先
を
さ
ら

に
前
方
に
伸
ば
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
②
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
ま
す
。
③
つ
ま
先
を

自
分
の
方
に
戻
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
④
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

①
～
④
を
朝
と
夕
方
に

そ
れ
ぞ
れ
８
秒
ず
つ
の
リ

ズ
ム
で
５
分
～
10
分
程
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
き

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。　

　

痛
み
不
快
感
を
感
じ
た

ら
医
師
に
相
談
下
さ
い
。

　

保
険
薬
剤
師

　
　
　
　

中
山  

久
仁
夫

膝
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

☎

　
 

先
月
号
で
「
川
口
桜

祭
り
」
日
程
が
間
違
っ

て
い
ま
し
た
。
編
集
部

の
確
認
不
足
に
よ
り
生

じ
た
も
の
で
す
。

　

読
者
の
皆
様
な
ら
び

に
関
係
者
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

 

　

２
月
11
日
、
日
本
共

産
党
新
郷
地
域
後
援
会

（
会
長
＝
川
野
辺
勝
義

さ
ん
）
の
「
新
春
の
集

い
＆
議
会
報
告
会
」
が
、

後
援
会
事
務
所
で
行
わ

れ
た
。

　

藤
嶋
朋
子
市
議
会
議

員
の
議
会
報
告
は
、
埼

玉
県
が
各
市
町
に
送
水

し
て
い
る
水
（
県
水
）

の
料
金
値
上
げ
に
つ
い

て
・
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
改
正
に
つ
い

て
・
埼
玉
土
建
さ
ん
の

請
願
な
ど
。

　

７
月
に
あ
る
参
院
選

の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
ト
ン
汁
、
お

に
ぎ
り
、
唐
揚
げ
、
お

新
香
な
ど
食
べ
な
が
ら

懇
談
を
図
っ
た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
中

央
が
藤
嶋
さ
ん
、
右
は

川
野
辺
さ
ん
と
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
。

　

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
「
第

73
回
演
奏
会
」
が
、
新

郷
公
民
館
で
開
催
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

ク
ル
ー
セ
ル
／
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
四
重
奏
曲
第
１

番
変
ホ
長
調
つ
い
で
、

バ
ー
バ
ー
／
弦
楽
の
た

め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
。

３
曲
目
は
、
ホ
ル
ス
ト

／
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
組
曲

作
品
29-

２
」
を
演
奏

し
た
。

　

出
演
者
▽
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
：
人
見
剛
▽
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
１
：
細
渕
和

香
奈
・
市
村
直
美
▽
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
２
：
小
堀
直

樹
・
中
村
綜
志
・
青
木

茂
▽
ヴ
ィ
オ
ラ
：
桑
原

知
巳
・
野
本
香
織
▽
チ
ェ

ロ
：
渡
辺
崇
靖
・
石
川

奈
津
子
。（
敬
称
略
）

【
団
員
募
集
】　

弦
楽
器

に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
中
心
に
活
動
。
公
民

館
で
月
２
回
の
日
曜
日

練
習
。
年
数
回
の
演
奏

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
＝
０
８
０
（
１
０
４
２
）

９
１
２
３　

桑
原

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

　

新
郷
地
区
推
進
委
員

（
理
事
長
＝
永
尾
正
敏
さ

ん
）
の
研
修
が
２
月
15

日
～
16
日
に
行
わ
れ
た
。　
　
　
　
　

　

15
日
は
新
郷
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
新
郷

分
署
の
指
導
に
よ
り
救

命
救
急
講
習
を
受
講
し

た
。　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

大
勢
が
集
ま
る
場
に
参

加
す
る
機
会
も
多
く
、

ケ
ガ
や
人
命
に
か
か
わ

る
よ
う
な
場
面
は
無
い

に
越
し
た
こ
と
は
な
い

が
緊
急
の
場
合
に
備
え
、

事
態
が
起
き
た
時
に
落

ち
着
い
て
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
、
胸

骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
三

角
巾
の
使
い
方
等
を
学

ん
で
い
た
。

　

翌
日
は
山
梨
県
の

カ
ー
ル
プ
レ
ッ
ク
ス
フ

ジ
で
、
氷
上
の
チ
ェ
ス

と
も
言
わ
れ
て
い
る

カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
し

た
。

　

参
加
し
た
、
若
木
博

之
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
な

ど
で
見
て
い
る
と
、
こ

れ
が
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か

と
思
わ
れ
る
が
、
思
っ

た
以
上
に
体
力
筋
肉
を

使
う
競
技
で
あ
り
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
初
め

て
体
験
し
て
ス
ト
ー
ン

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
は
ず
も
な
く
、２
チ
ー

ム
に
分
け
て
の
練
習
試

合
は
ど
こ
に
投
げ
る
か

作
戦
を
立
て
る
こ
と
も

な
く
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

日
頃
で
き
な
い
競
技

を
体
験
し
た
良
い
研
修

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。　

春
か
ら
新
郷
地
区
の
各

ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
始
ま

り
ま
す
が
地
域
の
活
性

化
の
為
、
親
睦
の
為
多

く
の
方
の
参
加
と
大
会

へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
。

山
梨
県
カ
ー
リ
ン
グ
施
設
で

　

カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験

新
郷
共
産
党
講
演
会
新
春
の
集
い

　

今
後
は
正
確
な
情
報

を
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
28
日
（
金
）
福

祉
の
日
、３
月
29
日（
土
）

桜
祭
り
で
す
。

　

ご
迷
惑
お
か
け
し
ま

し
た
。

　

新
聞
が
届
く
こ
ろ
に

は
桜
満
開
で
し
ょ
う
。

　

今
月
号
で
掲
載
出
来

な
か
っ
た
記
事
は
来
月

号
で
掲
記
い
た
し
ま
す
。


